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六
月
三
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
日
程
で
定
例

会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
の
施
政
方
針
演
説

で
は
春
の
叙
勲
者
紹
介
、
今
年
度
か
ら
始
ま
る
企

業
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
地
域
と
企
業
が
協
働
し

雲
南
市
の
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
も
の

で
す
。
㈱
竹
中
工
務
店
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
と
連
携
協
定
さ
れ
ま
し
た
。 

◇
竹
中
工
務
店
＝
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
地
域
に
あ
る 

豊
か
さ
に
関
わ
る
情
報
を
健
康
で
豊
か
な
コ 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
結
び
付
け
る
取
り
組 

み
。
建
築
か
ら
健．
築．
が
コ
ン
セ
プ
ト
。 

◇
ヤ
マ
ハ
発
動
機
＝
小
型
電
動
車
を
利
用
し
周 

辺
地
域
の
交
通
事
情
改
善
に
向
け
た
実
証
実 

験
。 

◇
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
＝
持
続
可
能
な
起
業
支
援
。 

㈱
竹
中
工
務
店
は
地
域
自
主
組
織
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ナ
ー
ス
な
ど
、
こ
れ
ま
で
雲
南
市
が
取
り

組
ん
で
き
た
実
績
に
着
目
し
た
も
の
で
す
。 

 

議
決
事
項
で
は
、
三
月
補
正
予
算
、
六
月
補
正

予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
六
月
補
正
は
賛
成
多
数
、

そ
の
他
議
案
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。 

そ
の
ほ
か
、
議
員
発
議
で
「
新
た
な
過
疎
対
策

法
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書
」
「
視
覚
障
害
有
権

者
へ
の
選
挙
公
報
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

   

六
月
議
会
で
は
十
三
名
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
項
目
で
一
番

多
か
っ
た
項
目
は
「
学
校
教
育
・
幼
児
教
育
無
償

化
」
で
九
名
の
議
員
が
取
り
上
げ
ま
し
た
。
消
費

増
税
に
併
せ
一
〇
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
幼
児
教

育
無
償
化
や
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
全
国

的
に
話
題
と
な
っ
た
項
目
で
す
。 

そ
の
ほ
か
六
月
議
会
で
特
徴
的
だ
っ
た
項
目

と
し
て
四
月
に
行
わ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
に
か

か
る
も
の
で
し
た
。
保
守
分
裂
と
な
っ
た
知
事
選

挙
の
影
響
が
今
後
の
市
政
運
営
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
か
、
開
票
事
務
作
業
が
遅
い
の
で
は
な
い

か
等
の
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。 

   

 

平
成
三
十
年
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た

雲
南
市
中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
木
次
町
山
方
）

の
竣
工
式
が
七
月
十
七
日
に
行
わ
れ
ま
す
。 

老
朽
化
し
た
木
次
・
三

刀
屋
・
吉
田
・
掛
合
の

各
給
食
セ
ン
タ
ー
を
統

合
す
る
施
設
で
同
学
校

区
内
の
小
中
学
校
の
給

食
（
約
１
，
８
０
０
食
）

を
提
供
し
ま
す
。
総
工

費
１５
億
８
千
万
円
（
厨

房
機
器
、
既
存
解
体
費

用
を
含
む
）
を
か
け
て

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
二

学
期
か
ら
配
食
予
定
で

す
。
な
お
、
加
茂
と
大

東
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は

今
ま
で
通
り
で
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

  

三
名
の
方
が
春
の
瑞
宝
双
光
章
の
栄
に
浴
さ

れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長

年
の
ご
労
苦
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

高
橋
日
出
男
氏
（
加
茂
）
消
防
功
労 

三
木
弘
道
氏
（
大
東
） 

更
生
保
護
功
労 

安
食
好
吉
氏
（
三
刀
屋
）
消
防
功
労 

    

十
五
年
前
か
ら
大
東
町
で
子
供
の
読
書
支
援

活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
「
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
く
ら

ぶ
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
子
供
の
読
書
活
動
実
践
団
体
と

し
て
長
年
取
り
組
ま
れ
た
実
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。 

               

受
賞
さ
れ
た
の
は
代
表
者
の
森
山
友
恵
さ
ん
、

山
本
恵
美
子
さ
ん
、
飛
田
貞
子
さ
ん
、
狩
野
玲
子

さ
ん
で
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
市
の
読
書
支
援
で
文
科
大
臣
表
彰
は
、
大
東

町
子
ど
も
読
書
会
（
平
成
十
八
年
、
大
東
）、
ラ
・

ブ
ッ
ク
（
平
成
二
十
九
年
、
加
茂
）
に
続
き
三
回

目
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
雲
南
市
の
子
供

た
ち
の
健
全
育
成
が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

    

 

 

 

平
成
か
ら
令
和
へ
と
年
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。

明
治
以
降
、
大
正
、
昭
和
時
代
と
日
本
は
大
小

様
々
な
戦
争
に
関
係
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
は

戦
争
の
な
か
っ
た
唯
一
の
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
と
令
和
を
つ
な
げ
て
み
る
と
「
平
和
」
と
読

み
取
れ
ま
す
。
令
和
の
時
代
も
引
き
続
き
平
和
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

現
在
、
世
界
を
見
渡
す
と
核
兵
器
開
発
や
各
地

で
き
な
臭
い
衝
突
が
相
次
い
ま
す
。
ま
た
、
貿
易

（
経
済
）
摩
擦
が
い
つ
武
力
衝
突
に
変
わ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
命
と
財
産
、
平
和
を
守
る
の
は
政

治
の
仕
事
で
す
。
今
年
も
雲
南
市
戦
没
者
追
悼
式
、

永
井
隆
平
和
賞
発
表
式
典
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
和
の
尊
さ
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
す
。 

◇
戦
没
者
追
悼
式
（
七
月
五
日 

ラ
メ
ー
ル
） 

◇
永
井
隆
平
和
賞
（
九
月
八
日 

ア
ス
パ
ル
） 

  

 

本
年
度
十
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
増

税
の
影
響
緩
和
策
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
が
発
行
さ
れ
ま
す
（
国
庫
補
助
事
業
で
ほ
ぼ
全

国
の
市
町
村
が
取
り
組
み
ま
す
）
。 

た
だ
従
前
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
と
違
い
、
対

象
者
が
①
住
民
税
非
課
税
者
、
②
平
成
二
十
八
年

四
月
二
日
以
降
に
出
生
し
た
乳
幼
児
の
い
る
家

庭
、
と
い
う
条
件
が
あ
り
全
員
が
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
該
当
者
は
市
内
で
約
一
万
人
と
想
定
さ

れ
市
役
所
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
。 

   

三
刀
屋
町
の
み
し
ま
や
隣
に
建
設
さ
れ
て
い

た
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
商
業
施
設
（
愛
称

コ
ト
リ
エ
ッ
ト
）
が
七
月
十
四
日
、
全
店
舗
で
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

春
の
叙
勲 

文
科
大
臣
表
彰
受
賞 

令
和
元
年
六
月
定
例
会 

六
月
議
会
の
一
般
質
問 
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問 民
意
の
合
意
形
成
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え

方
を
伺
う
。 

答
（
市
長
） 

本
市
は
合
併
以
降
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
地
域
自
主
組
織

を
た
ち
あ
げ
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
作
り
上
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。
そ
の
後
、
円
卓
会
議
や
地
域
経
営
カ
レ
ッ

ジ
な
ど
を
通
し
て
民
意
を
行
政
に
反
映
さ
せ

て
き
て
い
る
。 

問 執
行
部
の
考
え
る
施
策
と
市
民
が
求
め
る
要

望
に
相
違
が
あ
る
場
合
の
対
応
は
。 

答
（
市
長
） 

政
策
決
定
に
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
、
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
型
が
あ
る
。
首
長
は
選
挙
で
選
ば
れ
た
か

ら
に
は
率
先
し
て
自
治
体
を
引
っ
張
っ
て
い

く
、
そ
し
て
そ
の
考
え
を
議
会
に
諮
っ
て
理
解

を
得
て
進
め
る
。
そ
の
ほ
か
円
卓
会
議
な
ど
を

通
し
て
行
政
と
市
民
が
同
じ
目
線
で
情
報
交

換
し
な
が
ら
合
意
形
成
を
図
る
。 

問 民
意
の
施
策
へ
の
反
映
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
各
種
会
合
で
の
意
見
交

換
、
円
卓
会
議
を
踏
ま
え
政
策
を
立
案
、
予
算

要
求
手
続
き
を
行
う
。
最
終
的
に
は
議
会
に
諮

っ
て
決
定
す
る
。 

問 円
卓
会
議
や
市
政
懇
談
会
に
出
席
す
る
顔
ぶ

れ
が
固
定
的
に
な
り
が
ち
だ
。
無
作
為
に
抽
出

し
た
市
民
の
出
席
を
求
め
て
は
ど
う
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

各
審
議
会
は
市
民
公
募
、
施
策
評
価
の
中
に
は

無
作
為
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
取
り
入
れ
て

い
る
。
引
き
続
き
努
力
す
る
。 

問 環
境
基
本
条
例
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

状
況
、
反
映
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
副
市
長
長
） 

一
件
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
本

市
に
適
し
た
環
境
施
策
の
推
進
と
環
境
教
育

の
推
進
の
二
点
で
条
例
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。 

問 真
反
対
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
出
た
時

の
対
応
は
。 

答
（
副
市
長
） 

執
行
部
の
意
見
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
進

め
る
。
採
用
で
き
な
か
っ
た
意
見
に
対
し
て
は

説
明
し
理
解
を
求
め
る
。 

問 審
議
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
円
卓
会
議
等
ど
の
よ

う
に
使
い
分
け
て
い
る
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

特
に
基
準
は
な
い
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は

実
施
要
項
を
定
め
て
対
応
し
て
い
る
。 

問 住
民
投
票
で
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要

な
民
意
形
成
の
場
面
と
は
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
長
） 

市
の
将
来
を
決
め
る
事
案
、
民
意
が
大
き
く
割

れ
て
い
る
よ
う
な
事
案
が
想
定
さ
れ
る
。 

問 島
根
原
発
は
稼
働
を
め
ぐ
り
重
大
な
判
断
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
来
る
。
原
発
に

関
し
ど
う
民
意
の
合
意
形
成
を
図
る
か
。 

答
（
防
災
部
長
） 

稼
働
の
必
要
性
が
明
確
に
さ
れ
、
市
民
の
十
分

な
理
解
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
大
前
提
。
今
後
、

議
会
、
原
子
力
発
電
所
安
全
対
策
協
議
会
（
以

下
安
対
協
）、
原
子
力
安
全
顧
問
会
議
、
市
民

へ
の
住
民
説
明
会
を
通
し
て
議
論
を
重
ね
る
。 

問 中
電
主
催
の
説
明
会
は
住
民
側
の
出
席
者
が

固
定
化
さ
れ
公
平
な
議
論
の
場
と
は
な
っ
て

い
な
い
。
行
政
と
し
て
中
立
な
説
明
会
を
設
営

す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答
（
防
災
部
長
） 

安
対
協
で
は
公
募
の
市
民
が
参
加
。
ア
ン
ケ
ー

ト
や
自
主
組
織
の
会
議
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
様
々
な
手
法
で
市
民
の
声
を
頂
き
執
行
部

方
針
を
決
定
、
そ
の
う
え
で
議
会
に
諮
る
。 

   

問 地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
（
以
下
網
計
画
）

の
策
定
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

雲
南
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
（
以
下
協
議
会
）

で
審
議
を
進
め
る
。 

問 協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

行
政
関
係
者
（
島
根
運
輸
支
局
、
頓
原
維
持
出

張
所
、
県
土
事
務
所
、
県
交
通
対
策
課
、
雲
南

市
な
ど
）、
運
行
業
者
（
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
）、

利
用
者
（
高
校
な
ど
）
の
代
表
２５
名
で
構
成
。 

問 交
通
政
策
に
詳
し
い
専
門
家
も
加
え
る
べ
き

だ
。
デ
ー
タ
収
集
な
ど
は
ど
う
進
め
る
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

移
動
実
態
調
査
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
七
月
か
ら
九

月
に
か
け
て
行
う
。
民
意
の
把
握
に
も
努
め
る
。 

問 網
計
画
に
お
け
る
木
次
線
の
位
置
づ
け
は
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

木
次
線
は
そ
の
中
心
を
担
う
重
要
な
存
在
と

と
ら
え
て
い
る
。 

問 木
次
線
に
欠
か
せ
な
い
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
更

新
時
期
が
迫
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
廃
止

さ
れ
る
か
。
Ｊ
Ｒ
に
お
願
い
ば
か
り
で
な
く

様
々
な
提
案
を
し
て
進
め
て
は
ど
う
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

全
く
指
摘
の
通
り
。
出
さ
れ
た
提
案
を
含
め
検

討
し
交
渉
を
進
め
る
。 

問 一
日
当
た
り
平
均
利
用
人
数
が
五
人
未
満
の

市
民
バ
ス
路
線
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。
経
費

は
ど
れ
く
ら
い
か
。
路
線
の
存
廃
に
か
か
る
市

民
の
合
意
形
成
も
必
要
で
は
な
い
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

１６
路
線
中
８
路
線
が
五
人
未
満
。
経
費
は
バ

ス
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
費
も
含
め
年
間
総
額

で
２
億
５
，
４
０
０
万
円
強
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
バ
ス
一
日
当
た
り
の
平
均
乗
車
人
数
が

１．０
を
下
回
る
路
線
は
事
前
に
公
表
し
廃
止
も

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

問 網
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
何
を
基
本
に
し
、

何
を
軸
に
構
想
を
進
め
る
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

木
次
線
ダ
イ
ヤ
は
高
校
が
基
本
。
そ
し
て
病
院

等
を
加
味
し
て
市
民
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
の
利
便
性
を
考
え
て
い
く
。
市
民
バ
ス
は
接

続
改
善
を
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
乗
降
ポ
イ

ン
ト
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

問 ヤ
マ
ハ
発
動
機
の
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
網

計
画
に
取
り
入
れ
て
い
く
考
え
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

問 網
計
画
を
進
め
る
う
え
で
県
や
他
自
治
体
、
交

通
事
業
者
等
と
の
連
携
は
。 

答
（
部
長
） 

網
計
画
は
協
議
会
で
詰
め
て
い
く
予
定
。
メ
ン

バ
ー
に
県
や
交
通
事
業
者
、
関
係
機
関
、
住
民

組
織
も
参
加
し
て
い
る
。 

結 都
会
地
を
中
心
に
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｓ
（
モ
ビ
リ
テ
ィ
ア

ズ
ア
サ
ー
ビ
ス
）
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
り
つ

つ
あ
る
。
公
共
交
通
機
関
が
希
薄
な
地
域
こ
そ

Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
必
要
だ
。

中
山
間
地
こ
そ
必
要
な
考
え
方
と
し
て
網
計

画
に
も
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
。 

 

三
年
連
続
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
自
然
繁
殖
し
、
愛

称
も
「
い
ぶ
き
」「
あ
お
ば
」
れ
い
な
」「
ほ
の
か
」

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
西
小
学
校
内
の
人

工
巣
塔
で
営
巣
し
ま
し
た
が
、
来
年
は
加
茂
の
人

工
巣
塔
で
も
繁
殖
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。
コ

ウ
ノ
ト
リ
に
と
っ
て
も
安
心
安
全
な
雲
南
市
で

あ
り
続
け
た
い
も
の
で
す
。 

 
 

（
た
か
し
） 

中
林
た
か
し
の
一
般
質
問 

民
意
の
合
意
形
成
に
つ
い
て 

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て 


